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にも古墳時代から中世にかけての溝や井戸、近世

に綿などを栽培 した島畠の跡が見つかってお り、

包含層からは旧石器が出土しています。

今回、喜志駅東出口のす ぐそばの地点について、

施主の山本岩男氏の協力を得て、敷地の西側に第

1調査区、東側に第 2調査区を設けて発掘調査を

行いました。

層序

現況では第1調査区が宅地、第2調査区が耕作地

になっていますが、第1調査区の宅地はもともと第

2調査区と同じ高さの耕作地の上に約1.3mの 盛土

をしていることが分か りました。

基本層序は両調査区とも同じで、耕作面が2面確

認でき、直下で地山となります。ただし第1調査区
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はじめに (図 1)

喜志西遺跡は富田林市の北部、近鉄長野線喜志

駅周辺に広がる縄文時代から近世にかけての遺跡

です。これまでの調査で弥生時代中期の方形周溝

墓や土器棺墓が見つかつてお り、喜志西遺跡の北

東にある、弥生時代の石器作 りの集落 として知 ら

れる喜志遺跡の墓域 と考えられています。この他

り
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喜志西遺跡調査地位置図
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図 1



の西側は1段高 くな り、耕作面が1面 にな ります。

遺構はすべて第1調査区の現況面から約0.4m下の地

山面で確認されました。

遺構と遺物 (図 2・ 3)

今回の調査では流路 1、 溝5、 土坑 17、 ピット8が

見つかりました。遺構の埋土は大きく4種類に分け

ることができ、遺構の切 り合い関係から褐灰色弱

粘質土が最 も古 く、暗褐色粘質土、灰色粘質上、

灰黄褐色粘質上の順に新 しくなるようです。

主な遺構としては次のようなものがあります。

流路 第1調査区西側から北側にかけてみつかった

流路で、幅が2.5～ 3.4mあ りますが、深さは0,lmと

浅いものです。流路は第2調査区南西隅あたりから

北東に向かい、調査区北端あたりで東に大きく蛇

行しています。埋土は褐灰色弱粘質上で、常に流

れていたのではなく、雨が降つたときなどに一時

的に流れたものであると考えられます。遺物は出

土していません。

清 1 第1調査区南西部分で見つかった幅0.6mの 溝

です。深さは西偵1で約0.lmあ り、東側では1段低 く

なり0.2mに なります。埋土は暗褐色粘質土で、遺

物は出土 していません。

溝 2 第1調査区で見つかつた蛇行 した溝で、幅が

1,0～ 1.3mあ ります。深さは北側が約0,9mあ るのに

対 し、南側は約0。 lmと 極端に浅 くなっています。

埋土は掲灰色弱粘質上で、深 くなる部分はその下

に砂 と暗褐灰色粘質上の堆積が見 られます。遺物

としてサヌカイ トの石鏃 と剥片 (図 2)が出土 し

ています。

図 2
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荘董 男u 形  状 大 き さ (m) 深 さ (m) 土 色 遺  物

土 坑 1 (不整 形 ) (2.37)× 1.83 0.78 暗褐 色 粘 質土

土 坑 2 (不整 形 ) (1.22)× 0.58 0.28 暗褐 色 粘 質土

土 坑 3 不 整 形 2.48× 1.18 0.32 灰 責褐色 粘 質土 焼 土塊

土 坑 4 不 整 形 3.22 X l.60 O.77 暗褐 色 粘 質土

土 坑 5 不 整 形 2.12)(1.58 O.43 暗褐 色 粘 質土

土 坑 6 不 整 形 1.74× 0.89 O.19 暗褐 色 粘 質土

土 坑 7 (ラ友テ テラタ) (1.21)× 1.24 0.63 暗褐 色 粘 質土

土 坑 8 楕 円形 1.29 X l.15 O.28 暗褐 色 粘 質土

土 坑 9 不整形 4.08 X l,73 0.18
層

層

上

下

黒褐 色 粘 質上 に炭 が混 じる

褐灰 色 混砂 弱粘 質土
サ ヌ カ イ ト

土 坑 10 (不整 形 ) 2.12× (1.28) 0,7 暗褐 色 粘 質土

土 坑 1ユ (不整 形 ) (1.44)× 1.38 0.05 褐 灰 色粘 質土

J三 ウ化 12 (楕 円形 ) (2.21)× (0.74) O.08 褐 灰 色 粘 質土

土 坑 13 不 整 形 1.68)(0.66 0.17 暗褐 色粘 質土

土 坑 14 (不整 形 ) 2.96× (1.12) 0.56 暗褐色 粘 質土

」三 ウ屯 15 不 整 形 1.44× 0,94 O.08 褐灰 色粘 質土

」二 坑  16 (不整 形 ) (3.92)× 1.88 O.11 褐灰 色粘 質土

土 坑 17 (不整 形 ) (1.34)× 1.10 O.22 褐灰 色粘 質土

P一 ユ (不整 形 ) 0.54× (0.42) 0.1 褐灰 色粘 質土

P-2 (不整形 ) 0.92× (0.48) O.06 灰 色 粘 質土

P-3 不 整 形 1.41 X O.70 O.05 褐灰 色 粘 質土

P-4 (楕 円形 ) 1.51× (0.42) O.11 灰 色 粘 質 土

P-5 (隅九 方形 ) (0,75)× O.70 0.55 暗褐色 粘 質土

P-6 (不整 形 ) 0.60× (0.54) 0.28 褐灰 色砂 質上 に礫 を含 む

P-7 (不整形 ) 1.12× (0.24) O.11 褐灰 色 粘 質土

P-8 楕 円形 0.43× O.25 0.09 褐灰 色 粘 質土

遺 構 一 覧 表
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表 1
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図 3 遺物平面 。断面図

4321

耕 土

床 土

灰 黄 色 土

黄 灰 色 弱 粘 質 土

褐 灰 色 粘 質 土

暗 褐 灰 色 粘 質 土

暗 褐 色 粘 質 土

灰 色 粘 質 土

9       5ロ

9灰 黄 褐 色 粘 質 土

10掲灰 黄 色 弱 粘 質 土

11褐灰 色 砂 質 土 (礫含 む )

12淡褐 色 弱 粘 質 土

13灰褐 黄 色 弱 粘 質 土

14淡灰 黄 褐 色 弱 粘 質 土

15黄灰 色 弱 粘 質 土

溝 3 第1調査区中央を南北に通る、幅約1.5m、 深

さ約0.lmの浅い溝で、底部は南から北へ傾斜 して

います。埋土は灰色粘質土で、 6世紀代の須恵器

の小片が 1点見つかっていますが、周囲の調査か

ら中世の遺構と考えられます。

清 4 第1調査区から第2調査区東側にかけて見つ

かった溝で、第1調査区で西肩を、第2調査区で東

肩を確認 しています。深さは約0.lmあ り、幅は両

調査区にまたがっているため正確な幅は不明です

が、1.5～ 2.Omと 推定されます。西肩の形状から溝

は直角に折れ曲がっているようです。埋土は暗褐

灰色弱粘質上で、遺物は出土 していません。

溝 5 第 2調査区南側で見つかつた南西から北東

へ通る溝で、幅約0.3m、 深さ約0。 lmあ ります。埋

土は灰色粘質上で、遺物は出上 していませんが、

東隣にある富田林市教委1997年度調査地でこれに

つながる溝が見つかつてお り、この埋土からは瓦

器碗の破片が出上 しています。

まとめ

今回の調査地点の東隣にある富田林市教委1997

年度調査地で北西方向の主軸を持つ弥生時代中期

の方形周溝墓が見つかっています。このとき見つ

かったのは墓の東半分で、今回見つかつた溝 4が、

溝の方向と坦土の色調からこの方形周溝墓の周溝

の西半分に当たると考えられます (図 4)。
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図4 方形周溝墓復元図

この方形周溝墓は東西約14.7m、 南北約11.5mと

復元することができ、墳丘は上面で東西約10.Om、

南北約7.5mあ ります。北側の角は周溝が途切れて

いたと考えられ、墓の中へ出入 りできたようです。

1997年 度調査地では墳丘の端に近い所で長方形の

墓墳が確認 されています。土坑15は この墓娠 と対

称の位置にあるので土器棺などの堀方になる可能

性 もあ りますが、遺物が出土 していないためよく

分かりません。

近鉄長野線の東側には方形周溝墓が南北に細長

く分布 してお り、これまでに南北約250mの 間に今

回のものを含めて8基が確認されています。今回の

調査区全景 (東 から)

方形周溝墓はこの方形周溝墓群の南端にあた りま

す。また西側には流路があ り、これより西側に弥

生時代の墓域が広がらないようです。

今回の調査では遺物がほとんど出土 しておらず、

周辺の調査を含めてピットがあまり見つかってい

ないことから、この辺 りが集落から離れた地点で

あると考えられます。この辺 りは栗ヶ池から北ヘ

延びる開析谷の底の部分に当たり、粟ヶ池はこの

谷をせ き止めて造 られています。KSW92-1調 査地

では栗ヶ池がせ き止められる前に流れていた流路

が見つかつてお り、この流路による洪水を恐れて

集落を造らなかったと思われます。
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溝、
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、

卜

流路
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